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9-7 植物 

9-7-1 調査結果の概要 

1. 調査内容 

工事の実施、施設の存在に伴う植物への影響を予測及び評価するために、表 9-7-1 に示す項

目について調査した。 

 

表 9-7-1 植物の調査項目 

調査項目 

植物 

・植物相の状況（生育種及び植物相の特徴） 

・植生の状況 

・保全すべき種及び保全すべき群落の状況 

・保全すべき種及び保全すべき群落の生育環境 

 

2. 調査方法 

1)既存資料調査 

既存資料調査では、表 9-7-2 に示す文献を収集、整理した。 

 

表 9-7-2 既存資料調査の収集資料 

№ 文献名等 

1 
埼玉県レッドデータブック 2011 植物編 

（埼玉県 2011 年） 

2 
埼玉県レッドデータブック 2011 植物編 外来植物分布図 

（埼玉県 2011 年） 
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2)現地調査 

(1)植物相の状況 

調査範囲内を踏査し、出現するシダ植物以上の高等植物を対象として植物相を特徴づける主

要な生育種の有無を目視観察により調査し記録した。 

保全すべき種が確認された場合、生育個体数、生育環境等を記録した。 

 

(2)植生の状況 

主要な植物群落に調査地点を設定し、ブラウン－ブランケ法の全推定法による群落コドラー

ト調査を行った。 

現地踏査による植生の判読と空中写真判読による植生分布の確認を行った。 

保全すべき群落が確認された場合、生育環境等を記録した。 

 

3)調査地域・調査地点 

(1)既存資料調査 

調査地域は、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

 

(2)現地調査 

・植物相の状況 

調査地域は、図 9-7-1 に示すとおりである。対象事業実施区域及び周辺 250m の範囲とした。 

 

・植生の状況 

調査地域は、前掲「植物相の状況」と同様とした。 

調査範囲及びコドラート調査地点は図 9-7-1 に示すとおりである。 

 

 

-  
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4)調査期間 

(1)既存資料調査 

既存資料は、入手可能な最新年度の資料を入手した。 

 

(2)現地調査 

植物の調査期間は、表 9-7-3 に示すとおりとした。 

 

表 9-7-3 植物の調査期間 

項目 調査期間 

植物相の状況 

秋季調査：2020 年 10 月 7 日 

春季調査：2021 年 5 月 13 日 

夏季調査：2021 年 8 月 5日 

植生の状況 夏季調査：2021 年 8 月 5日 
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図 9-7-1 植物の調査範囲及び調査地点  

市道幹 2 号 

市道 I-120 号 
市道幹 2 号 

上越新幹線 

UACJ 深谷製造所 
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5)保全すべき種の選定 

保全すべき種の選定は、表 9-7-4 に示すとおりとした。 

 

表 9-7-4 保全すべき種の選定基準 

№ 文献及び法令名 区分 略号 

① 文化財保護法 

（昭和 25 年、法律第 214 号） 

特別天然記念物 

天然記念物 

特天 

天 

② 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律（平成 4 年、法律第 75 号） 

（以下、「種の保存法」という。） 

国内希少野生動植物種 

国際希少野生動植物種 

特定国内希少野生動植物種 

国内 

国際 

特定 

③ 埼玉県文化財保護条例（昭和 30 年、埼玉県条例第 46

号） 

（以下、「埼玉県文化財」という。） 

県指定天然記念物 県天 

④ 埼玉県希少野生動植物の種の保護に関する条例（平成

12 年、埼玉県条例第 11 号） 

（以下、「埼玉県保護条例」という。） 

県内希少野生動植物種 県希 

⑤ 環境省レッドリスト 2020（令和 2年、環境省） 

（以下、「環境省 RL 2020」という。） 

絶滅 

野生絶滅 

絶滅危惧Ⅰ類 

絶滅危惧ⅠA類 

絶滅危惧ⅠB類 

絶滅危惧Ⅱ類 

準絶滅危惧 

情報不足 

絶滅のおそれのある地域個体群 

EX 

EW 

CR+EN 

CR 

EN 

VU 

NT 

DD 

LP 

⑥ 埼玉県レッドデータブック 2011 植物編（平成 24 年、

埼玉県環境部自然環境課） 

（以下、埼玉県ＲＤＢ 2011） 

絶滅 

野生絶滅 

絶滅危惧ⅠA類 

絶滅危惧ⅠB類 

絶滅危惧Ⅱ類 

準絶滅危惧 

情報不足 

絶滅のおそれのある地域個体群 

EX 

EW 

CR 

EN 

VU 

NT 

DD 

LP 
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3. 調査結果 

1)既存資料調査 

既存文献調査の結果、主に外来植物からなる 224 種が確認された。また、保全すべき種とし

て、7 種が確認された。 

保全すべき種の一覧は前掲「第 3章 地域の概況  3-2 自然的状況  3-2-5 動物の生息、植

物の生育、植生、緑の量及び生態系の状況  2.植物」に示すとおりである。 

 

2)現地調査 

(1)植物相の状況 

・植物相の状況（生育種及び植物相の特徴） 

現地調査の結果、表 9-7-5(1)～表 9-7-5(6)に示す 74 科 212 種が確認された。 

調査範囲の環境は、主に工場や道路等の人工構造物であり、一部公園や調整池が存在する。

公園や工場樹林地には植栽されたソメイヨシノやシラカシ等、低茎草地にはメヒシバやシロツ

メクサ等が確認された。また、調整池内にはヨシ群落と開放水域があり、ヨシやウキクサ等が

確認された。 

 

表 9-7-5(1) 確認種一覧（植物） 

科名 和名 
季節 

秋 春 夏 

ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ ○ ○ ○ 

ｲﾉﾓﾄｿｳ ｲﾉﾓﾄｿｳ   ○   

ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ﾜﾗﾋﾞ ○     

ﾒｼﾀﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ     ○ 

ｲﾁｮｳ ｲﾁｮｳ ○ ○ ○ 

ﾏﾂ ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ ○ ○ ○ 

ﾋﾉｷ ｻﾜﾗ ○ ○ ○ 

  ﾒﾀｾｺｲｱ ○     

ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ   ○   

ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ○ ○ ○ 

ﾓｸﾚﾝ ﾕﾘﾉｷ ○ ○ ○ 

  ｺﾌﾞｼ     ○ 

ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ ○ ○ ○ 

  ｼﾛﾀﾞﾓ ○   ○ 

ｻﾄｲﾓ ｳｷｸｻ     ○ 

ﾔﾏﾉｲﾓ ﾔﾏﾉｲﾓ ○   ○ 

  ｵﾆﾄﾞｺﾛ ○   ○ 

ｼｵﾃﾞ ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ     ○ 

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾉﾋﾞﾙ   ○   

  ﾆﾗ ○ ○ ○ 

ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ   ○ ○ 

ﾔｼ ｼｭﾛ ○ ○ ○ 

ﾂﾕｸｻ ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻ ○   ○ 

  ﾂﾕｸｻ ○ ○ ○ 

 

表 9-7-5(2) 確認種一覧（植物） 
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科名 和名 
季節 

秋 春 夏 

ｲｸﾞｻ ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ   ○   

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾒｱｵｽｹﾞ   ○   

  ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ ○     

  ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ ○     

  ﾏｽｸｻ   ○   

  ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ ○   ○ 

  ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ○   ○ 

  ﾃﾝﾂｷ ○     

  ﾋﾒｸｸﾞ ○     

ｲﾈ ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ○     

  ｶﾗｽﾑｷﾞ   ○   

  ｺﾊﾞﾝｿｳ   ○   

  ｲﾇﾑｷﾞ   ○ ○ 

  ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ     ○ 

  ﾒﾋｼﾊﾞ     ○ 

  ｲﾇﾋﾞｴ ○     

  ｵﾋｼﾊﾞ ○   ○ 

  ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ   ○ ○ 

  ｶﾓｼﾞｸﾞｻ   ○   

  ｶｾﾞｸｻ ○     

  ﾆﾜﾎｺﾘ ○   ○ 

  ﾁｶﾞﾔ     ○ 

  ｹﾅｼﾁｶﾞﾔ   ○   

  ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ ○ ○   

  ｽｽｷ ○ ○   

  ﾇｶｷﾋﾞ ○     

  ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ○   ○ 

  ﾖｼ ○ ○ ○ 

  ｱｽﾞﾏﾈｻﾞｻ ○ ○ ○ 

  ﾂﾙｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ   ○ ○ 

  ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ   ○   

  ｱｽﾞﾏｻﾞｻ ○     

  ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○   ○ 

  ｷﾝｴﾉｺﾛ ○     

  ｴﾉｺﾛｸﾞｻ ○   ○ 

  ｼﾊﾞ   ○ ○ 

  ｺｳﾗｲｼﾊﾞ   ○   

ｹｼ ﾀｹﾆｸﾞｻ     ○ 

  ﾅｶﾞﾐﾋﾅｹﾞｼ   ○   

ｱｹﾋﾞ ｱｹﾋﾞ ○ ○ ○ 

ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ○ ○ ○ 
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表 9-7-5(3) 確認種一覧（植物） 

科名 和名 
季節 

秋 春 夏 

ﾒｷﾞ ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ ○ ○ ○ 

  ﾅﾝﾃﾝ     ○ 

ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ ○ ○ ○ 

  ﾔﾌﾞｶﾗｼ ○ ○ ○ 

  ｴﾋﾞﾂﾞﾙ ○ ○ ○ 

ﾏﾒ ﾒﾄﾞﾊｷﾞ     ○ 

  ｸｽﾞ ○ ○ ○ 

  ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ   ○   

  ｼﾛﾂﾒｸｻ ○ ○ ○ 

  ﾂﾙﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ   ○   

  ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ   ○   

  ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ   ○   

  ﾌｼﾞ     ○ 

ﾊﾞﾗ ﾔﾏﾌﾞｷ     ○ 

  ｺﾊﾞﾅｷｼﾞﾑｼﾛ   ○   

  ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ   ○   

  ｵｷｼﾞﾑｼﾛ     ○ 

  ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ     ○ 

  ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ   ○   

  ﾉｲﾊﾞﾗ ○     

  ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ ○ ○ ○ 

  ｼﾓﾂｹ     ○ 

  ｿﾒｲﾖｼﾉ     ○ 

  ｼﾀﾞﾚｻﾞｸﾗ     ○ 

ﾆﾚ ｹﾔｷ ○ ○ ○ 

ｱｻ ﾑｸﾉｷ ○ ○ ○ 

  ｴﾉｷ ○ ○ ○ 

ｸﾜ ｶｼﾞﾉｷ   ○ ○ 

  ｸﾜｸｻ ○   ○ 

  ﾏｸﾞﾜ ○ ○   

  ﾔﾏｸﾞﾜ     ○ 

ﾌﾞﾅ ｽﾀﾞｼﾞｲ ○ ○ ○ 

  ﾏﾃﾊﾞｼｲ ○ ○ ○ 

  ｸﾇｷﾞ ○   ○ 

  ｼﾗｶｼ ○ ○   

  ｺﾅﾗ ○   ○ 

ﾔﾏﾓﾓ ﾔﾏﾓﾓ ○   ○ 

ｳﾘ ｶﾗｽｳﾘ ○   ○ 

ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ   ○   

  ﾆｼｷｷﾞ ○ ○ ○ 
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表 9-7-5(4) 確認種一覧（植物） 

科名 和名 
季節 

秋 春 夏 

ｶﾀﾊﾞﾐ ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ ○   ○ 

  ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ ○ ○ ○ 

ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ ○   ○ 

  ﾆｼｷｿｳ ○     

  ｺﾆｼｷｿｳ ○   ○ 

  ｵｵﾆｼｷｿｳ ○   ○ 

  ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ○ ○ ○ 

ｱﾏ ｷﾊﾞﾅﾉﾏﾂﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ     ○ 

ｺﾐｶﾝｿｳ ﾋﾒﾐｶﾝｿｳ ○     

ｽﾐﾚ ｽﾐﾚ   ○   

ﾌｳﾛｿｳ ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ   ○ ○ 

ｱｶﾊﾞﾅ ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ○ ○ ○ 

  ﾕｳｹﾞｼｮｳ ○ ○ ○ 

ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ ○   ○ 

  ﾔﾏｳﾙｼ     ○ 

ﾑｸﾛｼﾞ ｵｵﾓﾐｼﾞ ○     

  ﾄｳｶｴﾃﾞ ○     

  ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ○ ○ ○ 

  ﾄﾁﾉｷ   ○ ○ 

ｾﾝﾀﾞﾝ ｾﾝﾀﾞﾝ ○ ○ ○ 

ｱﾌﾞﾗﾅ ｶﾗｼﾅ   ○   

  ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ ○ ○ ○ 

ﾀﾃﾞ ｲﾀﾄﾞﾘ     ○ 

  ｲﾇﾀﾃﾞ     ○ 

  ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ   ○ ○ 

  ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ○ ○ ○ 

ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ   ○   

  ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ   ○   

  ﾂﾒｸｻ   ○   

  ｺﾊｺﾍﾞ ○ ○   

ﾋﾕ ﾋｶｹﾞｲﾉｺﾂﾞﾁ ○     

  ﾋﾅﾀｲﾉｺﾂﾞﾁ ○   ○ 

  ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ     ○ 

  ｼﾛｻﾞ ○   ○ 

  ｺｱｶｻﾞ   ○   

ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ○ ○ ○ 

ｻﾞｸﾛｿｳ ｻﾞｸﾛｿｳ ○   ○ 

ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ○   ○ 

  ﾋﾒﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ     ○ 

ｱｼﾞｻｲ ｱｼﾞｻｲ     ○ 
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表 9-7-5(5) 確認種一覧（植物） 

科名 和名 
季節 

秋 春 夏 

ｻｶｷ ﾋｻｶｷ ○ ○   

  ﾓｯｺｸ     ○ 

ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ ○ ○   

ｻｸﾗｿｳ ｺﾅｽﾋﾞ ○     

ﾂﾊﾞｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ ○ ○ ○ 

  ｻｻﾞﾝｶ ○   ○ 

  ﾁｬ     ○ 

ﾏﾀﾀﾋﾞ ｵﾆﾏﾀﾀﾋﾞ   ○   

ｱｶﾈ ﾔｴﾑｸﾞﾗ   ○   

  ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ○ ○ ○ 

ｷｮｳﾁｸﾄｳ ｶﾞｶﾞｲﾓ ○ ○ ○ 

ﾑﾗｻｷ ﾊﾅｲﾊﾞﾅ ○ ○   

  ｷｭｳﾘｸﾞｻ   ○   

ﾋﾙｶﾞｵ ｺﾋﾙｶﾞｵ ○     

  ﾋﾙｶﾞｵ ○ ○ ○ 

  ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ     ○ 

  ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ     ○ 

  ﾏﾙﾊﾞｱｻｶﾞｵ ○     

ﾅｽ ﾜﾙﾅｽﾋﾞ ○   ○ 

  ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽﾞｷ ○   ○ 

ﾓｸｾｲ ﾈｽﾞﾐﾓﾁ ○ ○ ○ 

  ｷﾝﾓｸｾｲ ○     

ｵｵﾊﾞｺ ﾏﾂﾊﾞｳﾝﾗﾝ   ○   

  ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ ○ ○ ○ 

  ﾂﾎﾞﾐｵｵﾊﾞｺ   ○   

  ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ   ○   

  ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ   ○   

ｱｾﾞﾅ ｳﾘｸｻ ○   ○ 

  ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ     ○ 

ｼｿ ｵｵﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ     ○ 

  ﾎﾄｹﾉｻﾞ   ○   

ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ﾄｷﾜﾊｾﾞ ○ ○ ○ 

ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ   ○   

ｷｸ ﾌﾞﾀｸｻ     ○ 

  ﾖﾓｷﾞ ○ ○ ○ 

  ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○   ○ 

  ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○ ○ 

  ﾄｷﾝｿｳ ○   ○ 

  ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ     ○ 

  ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ ○   ○ 
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表 9-7-5(6) 確認種一覧（植物） 

科名 和名 
季節 

秋 春 夏 

ｷｸ ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ ○   ○ 

  ﾊﾙｼﾞｵﾝ ○ ○ ○ 

  ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ○ ○ ○ 

  ｱﾚﾁﾉｷﾞｸ     ○ 

  ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ○   ○ 

  ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○   ○ 

  ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ ○ ○ ○ 

  ﾀﾁﾁﾁｺｸﾞｻ   ○   

  ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ ○   ○ 

  ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ○ ○   

  ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ   ○   

  ﾌﾞﾀﾅ   ○   

  ｲﾜﾆｶﾞﾅ   ○   

  ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ○ ○ ○ 

  ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾉｹﾞｼ ○ ○ ○ 

  ｺｳｿﾞﾘﾅ ○ ○   

  ﾊﾊｺｸﾞｻ ○ ○ ○ 

  ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ   ○ ○ 

  ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ○ ○ ○ 

  ﾉｹﾞｼ ○ ○ ○ 

  ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ○ ○ ○ 

  ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ○ ○   

ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ ﾆﾜﾄｺ ○     

  ｻﾝｺﾞｼﾞｭ ○   ○ 

ｽｲｶｽﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ ○ ○   

ｳｺｷﾞ ｷﾂﾞﾀ ○ ○ ○ 

ｾﾘ ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ   ○   

74 科 212 種 
127 

種 

118 

種 

136 

種 
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(2)保全すべき種  

現地調査の結果、保全すべき種は確認されなかった。 

 

   (3)植生の状況 

現地調査の結果、凡例として、植林地・樹林地植生である公園・工場樹林地、代償植生であ

る低茎草地、ヨシ群落、その他とする開放水域、造成地、人工構造物の 6 タイプが確認された。

確認された植生一覧は表 9-7-6 に、植生図は図 9-7-2 に示すとおりである。 

対象事業実施区域内の大部分は工場等の人工構造物である。植生群落等は、工場・公園樹林

地、低茎草地、ヨシ群落、開放水域が存在している。 

 

表 9-7-6 植生一覧 

区分 群落名 優占種 

植林地・樹林地植生 公園・工場樹林地 ケヤキ、シラカシ等 

代償植生 低茎草地 メヒシバ 

ヨシ群落 ヨシ 

その他 開放水域 - 

造成地 - 

人工構造物 - 
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図 9-7-2 植生図  
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9-7-2 予測 

1. 工事の実施及び施設の存在に伴う植物への影響 

1)予測内容 

(1)植生及び群落 

造成等の工事の実施範囲及びその周辺地域においては、保全すべき種は確認されなかったた

め、現存する植生や群落を極力保全する観点から生育環境への影響の程度を予測した。 

 

2)予測地域・地点 

予測地域は、現地調査における調査範囲と同様の範囲とした。 

予測地点は、予測地域全域とした。 

なお、対象事業実施区域内における造成工事の範囲（改変される範囲）は図 9-7-3 に示すと

おりである。 

 

3)予測対象時期等 

工事中については、植生及び群落への影響が最大と考えられる時期として、造成工事の範囲

が最大となる時期とした。存在・供用時については、植生及び群落への影響を的確に把握でき

る時期として、施設の供用時の周辺環境が安定した時期とした。 
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図 9-7-3 予測地域及び造成工事の範囲  
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4)予測方法 

(1)植生及び群落 

工事中については、本工事計画に基づき植生及び群落の生育環境の変化の程度を把握したう

えで、類似事例または既存知見を参考にして定性的に予測した。 

存在・供用時については、本事業計画に基づき植生及び地形の改変内容と植生及び群落の位

置との重ね合わせ等により定量的に予測した。 

 

5)予測条件 

(1)工事中の環境保全計画 

建設機械の稼働及び資材運搬等の車両の走行に関連する騒音・振動対策、水質汚濁防止対策

等の工事中の環境保全計画は前掲「第 2 章 対象事業の概要  2-3 工事の概要  2-3-3 工事中

の環境保全計画」に示すとおりである。 

 

(2)存在・供用時の環境保全計画 

・緑化計画 

供用時における緑化計画は、前掲「第 9 章調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果 9-6

動物 9-6-2 予測 1.工事の実施及び施設の存在に伴う動物への影響 5)予測条件 (2)存在・

供用時の環境保全計画」に示すとおりである。 

 

6)予測結果 

(1)植物の生育環境の変化 

植生及び群落において、本事業で想定される影響の概要は表 9-7-7 に示すとおりである。 
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表 9-7-7 本事業で想定される影響の概要 

影響の 
種類 

想定 
される 
影響 

工事中 
存在・ 
供用時 

影響要因 影響を受ける生息環境 

直
接
的
な
影
響 

生
息
環
境
の
消
失 

－ － 

（工事中） 
・造成等の工事 
（存在・供用時） 
・施設の存在 

・現存する植生や群落の消失や生育環境の面積
減少といった直接的な影響が想定される。 

・存在・供用時は、「埼玉県生物多様性の保全に
配慮した緑化木選定基準」（平成 18 年 3 月）に
記載された在来種を中心に植栽され、高木、中・
低木を組み合わせ多層構造となるように植樹
することから、影響は小さいと考えられる。 

間
接
的
な
影
響 

光
環
境
の
変
化 × × 

（存在・供用時） 
・施設の存在 

・建設機械の稼働時間及び資材運搬等の車両の
運行時間は原則として午前 8 時から午後 6 時
までの時間であることから、夜間において照明
による光環境の変化はないか、あっても極めて
小さいと考えられる。 

・高層建築物の建設予定はなく、高所からの照明
による影響は想定されない。対象事業実施区域
の敷地境界に緩衝緑地を設けるため、対象事業
実施区域内の照明による植物の生育環境への
影響は極めて小さいと考えられる。 

注）表中の凡例 

○：影響が想定される。 

△：影響はあるが、最大となる影響は一時的であり、影響は小さいと考えられる。もしくは、工事計画や事業計画か

ら、影響は小さいと考えられる。 

×：本事業では影響は限定的であり、影響は極めて小さいと考えられる。 

―：影響はないと考えられる。 

 

 

(2)各種の予測結果 

保全すべき種及び群落は確認されなかったため、予測は行っていない。 
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9-7-3 評価 

1. 工事の実施及び施設の存在に伴う植物への影響 

1)評価方法 

(1)影響の回避・低減の観点 

工事の実施及び施設の存在に伴う植物への影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、または低減されているかについて明らかにした。 

 

(2)基準・目標等との整合の観点 

基準・目標等との整合性の検討については、国、埼玉県または関係市により環境保全に係る

基準値や目標等が示されている場合には、それらを環境の保全上の目標として設定し、基準値

や目標等がない場合には、その他の環境の保全上の目標を設定して、予測結果との間に整合が

図られているかを明らかにした。 

植物に係る環境保全目標は、「埼玉県環境基本計画（第 4 次）」（平成 29 年、埼玉県）、「第 4

次埼玉県国土利用計画」（平成 22 年、埼玉県）及び「埼玉県 5 か年計画 希望・活躍・うるおい

の埼玉」（平成 29 年、埼玉県）等の計画等において、今後の施策や目標等が表 9-7-8 のとおり

示されている。 

以上のことから、植物に係る環境保全目標は、「植生及び群落の生育環境を保全すること」と

した。 
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表 9-7-8 整合を図るべき基準等 

資料名 整合を図るべき基準等 

「埼玉県環境基本計画（第４次）」
（平成 29 年、埼玉県） 

【長期的な目標】 
恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ自然共生
社会づくり 
・川の保全と再生 
・緑の保全と再生 
・森林の整備と保全 
・生物多様性の保全 

「第 4 次埼玉県国土利用計画」 
（平成 22 年、埼玉県） 

【県土利用の基本方針】 
・県土の有効利用 
・人と自然が共生し、美しくゆとりある県土利用 
・安心・安全な県土利用 
・多様な主体の参画、計画的な県土利用 

「埼玉県 5 か年計画 
希望・活躍・うるおいの埼玉」 
（平成 29 年、埼玉県） 

【南部地域の施策展開】 
豊かな自然と共生する社会をつくる 
・見沼田圃の保全・活用・創造 
・市などと連携した水辺空間の利活用の促進 

「第 2 次埼玉県広域緑地計画」 
（平成 29 年、埼玉県） 

【緑の将来像】 
・『緑とともに暮らす、ゆとり・安らぎ「埼玉」』 
【地形別の緑のあり方】 
低地では、広大な水田を代表とする農地を基調として、河川・水
路、屋敷林や社寺林等が一体となった田園景観のような緑を目指
します。市街地では、残された貴重な樹林地等を保全・活用しな
がら、新たな緑の創出により、緑豊かで良好な生活環境を有する
市街地が形成されるようにします。 

「まちづくり埼玉プラン」 
（平成 30 年、埼玉県） 

・都市と自然・田園との共生 

「埼玉県生物多様性保全戦略」 
（平成 30 年、埼玉県） 

基本戦略 1.多面的機能を発揮する森林の豊かな環境を守り、 
育てる 

基本戦略 2.里地里山の多様な生態系ネットワークを形成する 
基本戦略 3.都市環境における緑を創出し、人と自然が共生する 

社会づくり 
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(3)環境の保全に関する配慮方針 

本事業で実施する環境の保全に関する配慮方針に関する検討内容は表9-7-9に示すとおりで

ある。 

 

表 9-7-9 植物に関する環境の保全に関する配慮方針の検討内容 

影響 
要因 

環境保全 
措置の区分 

影響の概要 
環境の保全に関する 
配慮方針の概要 

環境の保全に関する配慮方針による影響
の低減の程度 

造成
等の
工事 

回避 生育環境の 
消失 
生育環境の 
質的変化 

対象事業実施区域の変
更、造成計画の変更等
により、保全すべき種
の生育環境への影響を
回避する。 

現地調査結果より保全すべき植物種は確
認されなかった。事業の実施に伴い現存
する植生や群落の一時的な消失が考えら
れるが、在来植物を中心とした植栽によ
り、新たな生育基盤が整備されることか
ら、回避及び低減措置としての対象事業
実施区域の再選定や最小化は実施する必
要がないものとした。 

回避・低減 構造等の変更による地
形改変の最小化により
影響を低減する。 

施設
の存 
在 

低減 光環境の変 
化 

対象事業実施区域の敷
地境界に緩衝緑地を設
け、影響を低減する。 

高層建築物の建設予定はなく、高所から
の照明による影響は想定されない。ま
た、対象事業実施区域の敷地境界に緩衝
緑地を設けるため、夜間の照明による光
環境の変化は少なく、植物の生育環境へ
の影響は極めて小さいと考えられる。 

緑視率の低 
下 

対象事業実施区域内の
緑地整備により、人工
的雰囲気を緩和し、区
域内と周辺の緑地環境
の調和を考慮する。 

対象事業実施区域内の周囲に緑地環境を
設けることで、植栽木の生長により施設
等が隠蔽されることから、緑視率への影
響を低減できると考えられる。 

代償 生育環境の 
消失 

「埼玉県生物多様性の
保全に配慮した緑化木
選定基準」（平成 18 年
埼玉県）に記載された
在来種を中心とし、高
木、中・低木を組み合
わせ多層構造となるよ
うに植樹することで、 
生育環境を創出する。 

在来植物を中心とした植栽により、新た
な生育基盤が整備される。それらの生長
と共に、適応する草本類が侵入すること
が考えられることから、植物に対して代
償機能を有するものと考えられる。 
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2)評価結果 

(1)影響の回避・低減の観点 

植物に関する環境の保全に関する配慮方針の検討内容より、実施することとした環境の保全

に関する配慮方針は、表 9-7-10 に示すとおりである。事業の実施により現存する植生や群落

の一時的な消失が考えられるが、在来植物を中心とした植栽により、新たな生育基盤が整備さ

れることから、回避及び低減措置としての対象事業実施区域の再選定や最小化は実施する必要

がないものと考えられる。低減措置として、施設の存在時では緩衝緑地の配置による光環境へ

の影響の低減措置を実施する。 

また、事業実施区域内の樹林地（植栽）は、「埼玉県生物多様性の保全に配慮した緑化木選定

基準」（平成 18 年、埼玉県）に記載された在来種を中心とし、高木、中・低木を組み合わせ多

層構造となるように植樹する計画であることから、新たな植物の生育基盤として機能すること

が期待できる。 

 

表 9-7-10 植物に関する環境の保全に関する配慮方針 

影響 

要因 

環境保全措

置等の区分 

影響の

概要 

環境の保全に 

関する配慮方針 
環境の保全に関する配慮方針の概要 

施設の 

存在 
低減 

光環境

の変化 
緩衝緑地の配置 

対象事業実施区域の敷地境界に緩衝緑地

を設け、影響を低減する。 

緩衝緑地に使用する植物種は、在来種を基

本とする。 

 

 

(2)基準・目標等との整合の観点 

工事の実施及び施設の存在に伴い、現存する植生や群落の一時的な消失が考えられるが、前

掲表 9-7-10 に示す環境の保全に関する配慮方針を講ずることにより、植物種への影響の低減

（代償）が期待できるものと考えられることから、環境保全目標との整合が図られていると評

価した。 


